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c 103 /＼°ン生地の組織参的研究(TV) 洛汲処理バターa －/レの走査型を子顕微

　　　　鏡･こよる親療　　　　　　　聖セシリアか短　○凛木臭知子

　　　　共丘女大家政瓶本エミ子数田大東t 彦司善哉

　Bit)　手撞'J ノリ一ロー/ﾚ(以下BR)のを地ヒBtの組織にっI') て，楕々の瀋媒処理後に

い゛ツヌ,pの磯色に葺金乱あZ こい祭倍りり-*- 冷回･z排脳秀擲！理とした生地t賎

の太査型電子顕微鏡(SEM) によ３観察を行11，脂噴地瓦や乾燥脱水,れ'重八組織と比

較棟討し仁．

　方議　一般的な齢分構薦と手悛によ=>B喋羞がい，焼或直前の左地Y.煉々上げtこmt

試料とした．試料を凍結乾焼し，tﾌﾘぬしたブ'dックを/TL－∧牛サン，2－プロパ/- /ﾑ･

：肌－Aキサン･. 7lC( IS：ID : 4 , 玖T 同W^晨浮,）＆,vλ《施和I －ワ"9 ノー/t- C｣人下即

h象牙ヽ)り各瀋慄にI っ召l噴抽出とした後，これ^をデシケー9 -中z犬燥むμ．グ/ﾚ

幻レア･レデヒド・オスミウA のニ・固鬼後，アセトン系列で脱7Kしん善羞した. ま裴そ政

ぞ水.の未因支の和義科と叙高名I m辻・i岡い良. smはB本そ子JSM,下－1・型を使

用し　加速^^圧/j.Jr*《7 ど行，P-.

　錯巣生地の場合，地出無処理未固定乾凌のご£の（二重固定アセトン系列をRの場合

では, 前か求がスセlﾚ面，グ･レテンストランり)表勤ま滑面であ3 裁｀,蔵者Z゛はやや俎面

VI'5:仁そ絹こ徹庸子孔付庸しz ヽ'-h. 駅rは抽出無処理未固兎乾燥のか)ヒニ重固えア

セト系列脱水のi ﾀ)z"i剔それぞ耽・表面ぶ｀前君どば滑面で, 後淆7" ぼグ'レテンに小孔

が散在し, でんぷん粒tグ･･/尹いこ間賄艇£し'ヽひゅ. 脂嘔地出処理とC た生地，BR.Iこは

未固走乾燥・)fc､き，がスセ･ﾚ面1こあ3 膜状のf ＼レアンI-小孔μ引m.散五しμ．

･りt司善哉，岑木真知子　バリ-ロー'I' ≫>組織|こっヽ･z Lit T一n.) 家戌柘忿りｰりりタベ)
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キの品質改良に乳化剤か及ぼす影響

　目的　前報"におけるプラズマ*用いたズ* ン･s>孝一+ では、卵白に対するプ5 ズマ置

換率U: 30 ％とみられた.今回a.これに乳化荊および卵黄量il< &質に与える影響を暇ぺだ.

　方s　賦料は前報Ｏのプラズマケーキに闘し、乳化剤( S P －A )を1 . 5～4.0 ％添加し

たもの( I )および前報■>に3 . 0　％の乳化剤を用いたi, のに対し、卵黄を16 . 0 ~ 24 . 0 ％使

用したもの( D )の２群であr. た. 生地はすべてハンドミキサーを用い、* ールインミッ

タス法で興製し、前報Ｏに準じて嚢成した. I群については、比重、膨化一率を、またn群

については、比重、麗化率、テクス*■ + ー.(テクスチ3. nメー9 - )を計測した.さらに

D 群z> 卵黄2 0 . 0％および22 . 0 ％区に関し、生地内の気泡の分敵状a一および襄晶のきめの状

態を光学顕微紋および実休鳳微a で観察し、評Jin 法･による■s 撫検査を行なウた.

　結果　Ｉ、Ｕ群について、比重か最低itで、膨化率か最高値を示した賦料は、・乳化剤

3 . 0　％区および卵≪ 2 2.0 ％区であ-, た. * 方、貫入によｰるかたさ、弾力性、咀しゃく性お

よびガム性に関し、卵黄2 0 . 0 ％および22 . 0 ％区は、ともに低値であり、貰区闘に有意差は

なく(p ＜0.01)、ソフトであ．た.これら両区<!> 生地の気池は、前報I > における賦科に対し

とi> に柚かく分散し、実体顕敵a像にもこれか反映されていた. aお、貰区における■e 能

検査の信頼区間では、焼き色とやわらかさに有言楚かみられた(p<0.05) . *た、貫入に

よるかたS と官倫検査ID やわらかa およぴロとけOよさに、それぞれ　r － －0.792

－0.896　の負の相関かあr> た(p < 0 . 0 1 ) .前報"の材科配合にnし、乳化剤3.0　％

20.0もしくは22.0 ％用いた鳩合、良好n. 品質か得られた.
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